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ゆたかな心をはぐくむゆたかな心をはぐくむ
147 人権教育・啓発課　☎（232）2113人権人権ののひろばひろば

思いや絆を深める体育大会
「『だいじょうぶ。』　みんながいるよ　一人じゃない」

７団の団長と先生で行ったダンス

　平成18（2006）年３月に「菊陽町人権教育・啓発基本計画」を策定し、「町民一人ひとりが日常生活のあらゆ
る場面で人権尊重の視点に立って考え、行動できる人権尊重の精神に満ちた菊陽町づくり」に取り組んできまし
た。策定から10年以上が経過し、この間に社会情勢の変化(学校でのいじめ問題、社会的弱者に対する虐待、イ
ンターネットによる人権侵害など）、差別の解消を目的とした法の整備（「障害者差別解消法」、「ヘイトスピーチ
解消法」、「部落差別解消推進法」など)、さらに「令和元年度菊陽町人権に関する町民意識調査」結果などを受け、
３月に「菊陽町人権教育・啓発基本計画」を改訂しました。

　基本理念：「人権という普遍的な文化の構築の主役は町民一人ひとり」
　目　　標：「人権を尊重する社会づくり」とすることは改訂前と同じです。

　今回の計画は町民の問題意識や社会状況を詳細に反映させています。前回は個別の人権課題は８項目でしたが、
今回は感染症・難病などをめぐる人権、インターネットによる人権侵害、性的指向・性自認に関する人権などを
追加して13項目としました。この基本計画の概要版は今月号と一緒に全戸に配布しています。ぜひあわせてご
覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　をこの基本計画をもとに進めていきましょう。
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人権啓発標語
菊陽北小学校　４年　屋成　周

しゅうせい

生（現在５年生）

　修学旅行を終えて、
ぼくはまず、いろんな
人たちに感謝をしたい
気持ちでいっぱいで
す。旅行の準備を手
伝ってくれた家族、共
に事前学習に取り組ん
だクラスの仲間、ご指
導くださった担任の先

生を始め、中部小の先生方、旅行会社の人、バスの運
転手さんとガイドさんなど、たくさんの方々のご支援
があったからこそ、安心して平和学習をする機会を得
ることができました。
　特に深く印象に残っているのは、実際に長崎で原爆
を体験された被爆者である八木道子さんのお話です。
ぼくたちは、「戦争を体験された語り部さんから直接
話を聞くことのできる最後の世代である」と出発前に
先生から聞いていたので、とにかく一言一句聞きもら
さないでしっかりと聞こうと決意していました。八木
さんは、ぼくたちに「戦争反対」と「平和の尊さ」を
伝えるために、身振り手振りを交えながらしっかりと
ぼくたちを見つめながら話してくださいました。ぼく
の心にその力が入ってきました。被爆当時まだ六歳
だった八木さん、記憶がとても鮮明であるということ

は、それだけ衝撃的な出来事だったということの証明
だと考えます。
　ぼくは、帰ってから家族にそのことを話しました。
父も母も、「とてもいい勉強の機会をもらってありが
たいね。平和って一言で言うと簡単に聞こえるけど、
本当に尊いことだとわかるね。」と言いました。家族
といっしょに修学旅行について振り返りながら、改め
てぼくたちは貴重な話を聞けたんだなと実感しまし
た。そして、これからはぼくが、八木さんから聞いた
話を一人でも多くの人に伝えて、平和への思いをつな
いでいきたいです。それが、八木さんの言われた平和
のバトンだと思います。
　今、新型コロナウイルスの影響で、世界中の人々が
不安な中で生活しています。そんな中で、修学旅行を
通して友達や先生方と楽しい思い出をつくれたことに
感謝したいです。ぼくは、平和な未来のために、友達
や家族、身近な人たちを大切にする生き方をしていき
ます。

（先生より）
　修学旅行で学んだことを、まずは、家族に話すことがで
きましたね。平和への行動の第一歩を踏み出すことができ
ました。さらに、これから出会う人たちにもつないでいっ
てくれることを期待します。

「平和への思い」 菊陽中部小学校　６年　松本　怜
り

久
く
（現在中学１年生）

修学旅行での学びを笑顔で
友だちと語り合う松本さん

「人権を尊重する社会・菊陽町づくり」

令和３（2021）年３月に「菊陽町人権教育・啓発基本計画」を改訂

　６月３日・７日に、開催テーマを、「深める～自ら考

え、気づき、行動する～」として第41回体育大会を開

催しました。昨年度に引き続き、無観客での実施。

　875人の生徒の思いを大切にして体育大会をリードし

た実行委員長は「悩むことや苦しいこともありました

が、全校生徒が集うことができてうれしいです。コロナ

禍、雨天延期もあったけれど、いろんな人の支えで実現

できて、うれしかったし、安心しました」と振り返りま

した。


